
ＮＥＡＲプロジェクト海辺の漂着物調査報告書

令和元年度 富山県委託業務

2019年度　概要版

海を汚している行動はどれですか？海洋ごみがない海岸はどんなところ？海洋ごみがない海岸はどんなところ？

公益財団法人

公益財団法人
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図5　エリア別 海辺の漂着物100㎡あたりの年平均個数の推移

表1　2019年度　調査海岸

図2　2019年度 調査海岸

　調査は、原則として秋季（9～11 月）に実施しました。

漂着物調査の概要（2019年度）

調 査 期 間

【マイクロプラスチック調査】
　単位体積あたりのマイクロプラスチックの平均個数は39個/Lであり、単位面積あたりのマイクロプラスチックの

平均個数は1,568個/m²でした。

　単位体積あたりのマイクロプラスチック個数、単位面積あたりのマイクロプラスチック個数は、海岸ごとにばらつ

きがあり、一定の傾向を見ることができませんでした。

　調査は、各県や市町村が中心となり、地元の市町村、

NGO・NPO、小・中学校等と連携・協力して行いました。

2019年度は、日本、韓国、ロシアの3か国の15自治体、41

海岸（図2参照）において、延べ1,187人が調査に参加しま

した。

調査主体及び調査海岸  

【漂流物調査】
　100m²あたりの漂着物の平均個数（図3参照）は268個

であり、内訳は、「プラスチック類」が203個（100m²あたり

の総個数の76％）と最も多く、次いで「発泡スチロール類」

33個（同12％）の順でした。

　100m²あたりの漂着物の平均重量（図4参照）は4,334gであり、内訳は、「プラスチック類」が1,994g（100m²あ

たりの総重量の46％）と最も多く、次いで「その他の人工物」879g（同20％）の順でした。

　とりわけ「プラスチック類」や「発泡スチロール類」等の軽くて破片化されやすいプラスチック製の素材等の割合

が高くなっています。

　また、エリア別（図5、表1参照）の100m²あたりの漂着物の平均個数は、「エリアA」が405個と最も多く、次いで

「エリアB」390個の順であり、「エリアG」は91個と最も少ない結果でした。国別にみると、日本の海岸は、他の国と

比べて、漂着物重量、漂着物個数ともに多い傾向がありました。

調 査 結 果 （※調査方法の詳細は、参考資料の調査方法を参照）

海 辺 の 漂 着 物 調 査

図3　2019年度　海辺の漂着物
　　  100m2あたりの平均個数（個）

図4　2019年度　海辺の漂着物
　　  100m2あたりの平均重量（g）

※

　（公財）環日本海環境協力センター（NPEC）では、沿岸自

治体との連携・協力体制の構築や漂着物等による海辺の汚

染実態の把握等を目的として、1996年度から「日本海・黄

海沿岸の埋没・漂着物調査」を開始し、2010年度からは

「NEARプロジェクト海辺の漂着物調査」として、日本、中国、

韓国、ロシアの自治体が参加する国際共同調査を実施して

います。

　これまで、北東アジア地域の沿岸4か国、38自治体、245

海岸で実施され、延べ40,597人（図1参照）の参加者の協

力を得て調査を実施しています。 ※北東アジア地域自治体連合

その他の
人工物 5（2%）

プラスチック類
203（76%）

268
個/100㎡

ゴム類
3（1%）

発泡スチロール類
33（12%）

布類 4（1%）
ガラス・陶磁器類 12（5%）

金属類 4（2%）

紙類 5（2%）

プラスチック類
1,994（46%）

4,334
g/100㎡

発泡スチロール類
224（5%）

紙類 87（2%）

その他の人工物 
879（20%）

金属類
390（9%）

布類 
256（6%） 

ガラス・陶磁器類
365（8%） 

ゴム類 138（3%）

1
2
34

5

6 7
8 9
10

11
12

13
14 15

16 17 18
19
20
23
22
2124

25
26
27

28
29

31
32

30

35
33
34
36

37
38

39
40

41

注）1.エリアE（北海道エリア）、エリアI（中国エリア）では、調査を実施していません。
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エリア 番号 所在地 調査海岸

漂着物調査 マイクロプラスチック調査

調査参加団体
100㎡
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採集個数
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単位体積
あたりの
採集個数
（個 /L）

単位面積
あたりの
採集個数
（個 /㎡）

A

1

長崎県

田尾海岸 244 2,760 1 25 五島市生活環境課、長崎県五島保健所

2 蛤浜海水浴場 851 24,837 187 4,675 新上五島町環境課、長崎県上五島保健所

3 里浜海水浴場 219 3,287 40 1,000 壱岐市環境衛生課、長崎県壱岐保健所

4 白浜海岸 270 17,777 14 350 対馬市役所、長崎県対馬保健所

5 佐賀県 相賀の浜 443 14,216 － － 佐賀県環境課、唐津市役所、唐津市立湊中学校

B

6
山口県

涌田海岸 82 2,376 － － 下関市環境政策課、下関市立誠意小学校

7 大浜海岸 753 2,141 － － 長門市生活環境課、山口県長門市健康福祉センター、長門市菱海中学校、地域住民

8 二位の浜 999 2,673 1,280 64,000 長門市役所、山口県長門健康福祉センター、長門市立日置中学校

9

島根県

持石海岸Ａ 347 6,756 － － 島根県廃棄物対策課、益田市役所、益田市広域市町村圏事務組合、益田保健所、NPO 法人アンダンテ 21、益田市立安田小学校

10 持石海岸B 255 2,941 － － 島根県廃棄物対策課、益田市役所、益田市広域市町村圏事務組合、吉賀町役場、吉賀町立蔵木小学校

11 津田海岸 272 1,740 － － 島根県廃棄物対策課、NPO 法人アンダンテ 21、コアラッチ、益田市立安田小学校

12 喜阿弥海岸 118 2,235 － － 島根県廃棄物対策課、益田市広域市町村圏事務組合、益田保健所、益田市立戸田小学校

13 鳥井漁港海岸 498 5,227 － － 島根県廃棄物対策課、大田市、県央保健所、大田市立鳥井小学校

14 西浜海岸 － － 51 1,263 島根県廃棄物対策課、出雲西高等学校

15

鳥取県

弓ヶ浜海岸 292 3,069 18 450 鳥取県、米子市クリーン推進課、鳥取県立境港総合技術高等学校

16 浦富海岸 368 207 2 50 鳥取県循環型社会推進課、鳥取市環境・循環推進課、岩美町環境水道課、岩美町観光協会、浦富観光協会、牧谷自
治会、東浜観光協会、岩美町立渚交流館

17 赤碕港海岸 157 323 0 0 鳥取県、琴浦町建設環境課、琴浦町立赤碕小学校、地域住民

18 京都府 琴引浜海岸 538 101 6 150 琴引浜の鳴り砂を守る会、網野高等学校ボランティア部、峰山高等学校、京都教育大学

C

19 福井県 食見海岸 438 6,212 2 50 福井県環境政策課、海浜自然センター、一般募集参加者

20 石川県 千里浜海岸 101 434 3 75 石川県廃棄物対策課、羽咋市役所、羽咋郡市広域圏事務組合、クリーン・ビーチいしかわ実行委員会、金沢星陵大学、
（独）国立青少年教育振興機構　国立能登青少年交流の家

21

富山県

島尾・松田江浜 356 3,232 257 6,425 氷見市環境・交通防犯課 、氷見市立窪小学校、（公財）環日本海環境協力センター、日本海環境サービス（株）

22 松太枝浜 381 171 2 50 高岡市立太田小学校、高岡市環境サービス課、太田校下老人クラブ、（公財）環日本海環境協力センター、日本海環境サービス（株）

23 海老江海岸 370 103 52 2,600 （公財）環日本海環境協力センター、日本海環境サービス（株）

24 岩瀬浜 127 272 8 200 富山市立岩瀬小学校、富山市、NPO 法人きんたろう倶楽部、富山大学、国際ソロプチミスト、（公財）環日本海環境
協力センター、日本海環境サービス（株）

25 宮崎・境海岸 55 196 5 250 富山県環境保全課、朝日町住民・子ども課、朝日町立さみさと小学校、（公財）環日本海環境協力センター、日本海環境サービス（株）

D 26 山形県 浜中あさり海水浴場 108 31 18 450 山形県庄内総合支庁保健福祉環境部環境課

27 秋田県 桂浜海岸 － － 1 30 秋田県温暖化対策課、秋田県立秋田南高校中等部

F

28
ハ バ ロフ
スク地方

トキ入江 56 14,853 0 0 ハバロフスク地方天然資源省、ワーニンスキー地区政府、ワニノ町第 2 号総合学校、ワニノ町第 3 号総合学校、
ワニノ町第 4 号総合学校、ワニノ町「放課後教育センター」

29 オブマンナヤ入江 73 362 0 0 ハバロフスク地方天然資源省、ソビエツカヤガバン地区政府、ソビエツカヤガバン市第 1 号総合学校、第 2 号総合
学校、第 3 号総合学校、ロソスィナ町第 6 号総合学校、ソビエツカヤガバン市青少年創造センター「パラダ」

30
沿海地方

ピョートル大帝湾リフォヴァヤ入江 185 11,010 13 325 ナホトカ市第 26 号総合学校

31 プロズラチナヤ入江 310 3,814 0 0 ナホトカ市補足教育「青少年のツーリズムと見学センター」

32 ルスキー島アフリョスティシェフ岬Ａ 118 3,100 － － ウラジオストク国立経済サービス大学付属優秀な子供のための全寮制寄宿学校

G

33

江原道

河趙臺（ハジョデ ) 海水浴場 45 1,741 2 75 ヒョンナム中学校

34 鏡浦 ( キョンポ ) 海水浴場 247 288 53 1,600 カンイル女子高等学校

35 領津（ヨンジン）海水浴場 26 1,120 0 1 注文津 ( チュムンジン ) 高校

36 注文津 ( チュムンジン ) 海岸 45 1,407 0 3 注文津 ( チュムンジン ) 高校

H

37

慶尚南道

亡日峰（マンイルボン）海岸 345 9,768 14 425 忠武 ( チュンム ) 小学校（Keep Tong-yeong Beautiful サークル）

38 竹林湾（チュンリムマン）海岸 72 4,281 2 50 光度（クァンド）小学校

39 道南（トナム）海水浴場 120 5,174 3 75 光度（クァンド）小学校

40 トンアム干潟海辺 103 5,648 3 75 光度（クァンド）小学校

41 古県里（コヒョンリ）海岸 76 3,133 62 1,550 牛山（ウサン）小学校

計3か国、15自治体、41海岸
平均 268 4,334 39 1,568 延べ参加人数：1,187人

注）1. エリア E（北海道エリア）、エリア I（中国エリア）では、調査を実施していません。
　　2. マイクロプラスチック調査の桂浜海岸、トキ入江は、複数地点で調査を実施しているため、平均値を記載しました。



　海洋ごみ問題については、実態把握や議論のみならず、具体的な対策を始めることが必要となっていますが、市

民への海洋ごみ問題の浸透は不十分な状況です。

　多くの市民が地球規模の海洋環境問題としての海洋ごみ問題について理解を深めることが求められています。

　海洋ごみ問題に関する普及啓発活動は、身近な取組みを進めていくための第一歩となるものであり、今後、各

地域で広く展開されることが期待されています。

　こうしたことから、富山県とNPECでは、漂着物に関する色々な普及啓発活動に取り組んでいます。

　多くの子供たちに海洋ごみ問題の現状を理解してもらい、その解決に向けた取組みを促すため、県内の自治

体や学校等と連携し、「漂着物アート制作体験会」を2回開催しました。

海洋ごみ問題に関する普及啓発活動

　市民に幅広く、海洋ごみ問題に関心を持ってもらうため、氷見市海浜植物園、富山大学芸術文化学部、氷見市立窪

小学校の協力を得て、漂着物を利用して制作したアート作品の展示を行う「漂着物アート展2019」を開催しました。

 開催期日　2019年6月13日（木）～6月30日（日）

 開催場所　氷見市海浜植物園　1階特設ギャラリー

 主 催 等　主催：(一財)氷見市花と緑のまちづくり協会、NPEC

 プロデュース：富山大学芸術文化学部　長田堅二郎講師

■ 漂着物アート展の開催

　環境に関するイベントなどの機会をとらえて、市民の皆さんに海洋ごみ問題に関心と理解を深めてもらうため、漂

着物に関するパネル展示や漂着物アート作品の巡回展示、漂着物アート制作体験会の開催など、地域の学校や団体

と連携した取組みを進めています。

■ イベントなどでの普及啓発活動

①漂着物調査 ②漂着物アート制作 ③漂着物アート制作

＜漂着物アートキャラバンの開催＞

＜漂着物アート制作体験会＞

【漂着物アート制作体験会の実施内容】

とやま環境フェア2019 とやま環境フェア2019 とやま環境フェア2019

氷見市海浜植物園 アート作品例 アート作品例

アート作品例 アート作品例アート作品例

アート作品例 アート作品例 アート作品例
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　海辺の漂着物調査では、海岸に存在する海洋ごみの実態把握だけでなく、その発生源も推測するため、材質別

に大きく分類し、さらに機能や製造時の用途別に細分類をしています。また参加者に対しては、調査結果を参考

にして、海洋ごみ削減に向けて、自分自身ができる行動を考えて実践するよう呼びかけています。

　マイクロプラスチックとは、5mm以下の小さなプラスチックごみであり、海の生き物への影響が心配されてい

ます。

　この調査は、海岸の砂の中にどれぐらいマイクロプラスチックがあるかを調べるものです。

「海辺の漂着物調査」の調査区画の近くで、縦横20cmの正方形の区画を設定し、区画内の
砂を約2.5cmの深さまでとります。このとき、ステンレス方形枠を砂浜に埋め、ならし器を
使用して一定量の砂を採取します。
とった砂から5mmより大きいごみを除くため、バットの上で5mm目ふるいにかけます。

参考資料

マイクロプラスチック調査

①ふるいを使う方法

１ 砂の採取

バットの砂を1mm目のふるいにかけます。
ふるいに残ったごみの中から、マイクロプラスチックを選別して、個数を数えます。

　砂粒の大きさや湿り具合を見て、次の2つの方法からどちらかを選んでマイクロプラスチッ
クを集めます。

２ マイクロプラスチックの採取

②水を使う方法
バットの砂をバケツに入れ、水を加えて、よくかき混ぜます。
上ずみ液を浮いているごみごと1mm目のふるいにかけます。
上記の作業をもう1回繰り返します。
ふるいに残ったごみの中から、マイクロプラスチックを選別して、個数を数えます。
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